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本
稿
は
、
ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ
ン
の
自
由
論
の
形
成
を
探
る
た
め
に
、
彼
が
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
行
っ
た
講
演
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切

り
︱
︱
人
間
の
自
由
に
対
す
る
六
人
の
敵）

1
（

﹄（
一
九
五
二
年
、
出
版
は
二
〇
〇
二
年
）
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

＊
以
下
で
は
バ
ー
リ
ン
の
講
演
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
（F

reed
om

 a
n

d
 Its B

etra
ya

l

）﹄
をF

IB

と
略
記
し
、
参
照
す
る
際
に
本
文
中
に
頁
数
と
共
に
記
す
。

　

こ
の
講
演
は
、
彼
が
同
年
に
行
っ
た
別
の
講
演
﹃
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
政
治
思
想）

2
（

﹄（
一
九
五
二
年
、
出
版
は
二
〇
〇
六
年
）
と
内
容
が

重
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
で
は
個
別
の
論
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、﹃
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
政

治
思
想
﹄
で
は
テ
ー
マ
ご
と
（
政
治
哲
学
の
性
質
、
自
由
論
、
歴
史
哲
学
）
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
扱
わ
れ
る
個
別
の
論
者
と

は
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
ル
ソ
ー
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
の
六
人
で
あ
る
。
な
お
、
前
者
で
は
紛
失

し
た
箇
所
（
サ
ン
＝
シ
モ
ン
お
よ
び
ド
・
メ
ス
ト
ル
に
か
ん
す
る
講
演
原
稿
）
が
あ
る
が
、
後
者
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
バ
ー
リ
ン
の
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
、
彼
の
後
の
﹁
二
つ
の
自
由
概
念）

3
（

﹂（
一
九
五
八
年
）

で
の
二
つ
の
自
由
概
念
の
区
別
や
価
値
多
元
論）

4
（

が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
あ
る
い
は
、
そ
こ
に
、
彼

の
後
の
﹁
歴
史
の
必
然
性
﹂
で
の
決
定
論
（
決
定
論
と
自
由
の
問
題
）
に
か
ん
す
る
議
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
た

い
。
な
お
、
以
下
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
基
本
的
に
同
書
に
お
け
る
バ
ー
リ
ン
の
議
論
を
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
筆
者
の
見
解
を
示

す
と
き
は
、
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
記
述
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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ま
ず
は
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
の
﹁
序
論
﹂
を
確
認
し
よ
う
。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
彼
の
扱
う
六
人
の
思
想
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
前
後
の
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
が
扱
っ
た
の
は
、
政
治
哲
学
や
道

徳
哲
学
の
問
題
で
あ
る
。
政
治
哲
学
や
道
徳
哲
学
の
扱
う
問
題
の
領
域
は
広
い
が
、
以
下
が
重
要
で
あ
る
。﹁
な
ぜ
人
間
は
他
の
人
間
に
従

う
べ
き
な
の
か
﹂。﹁
な
ぜ
人
間
は
別
の
人
間
な
い
し
集
団
に
従
う
べ
き
な
の
か
﹂。
政
治
哲
学
は
、
記
述
的
（descriptive

）
な
政
治
理
論

や
社
会
学
と
は
異
な
る
。
政
治
哲
学
の
主
要
問
題
は
、﹁
な
ぜ
誰
か
が
別
の
人
に
従
う
べ
き
（should

）
な
の
か
﹂
な
の
で
あ
る
（F

IB
,　

p. 1

）。

　

バ
ー
リ
ン
が
注
目
す
る
六
人
の
思
想
家
は
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
ル
ソ
ー
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
、
ド
・
メ
ス
ト
ル

で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
問
題
を
ご
く
近
い
時
期
に
扱
っ
た
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
一
七
七
一
年
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
一
八
三
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ

死
ん
だ
。
偉
大
な
思
想
家
は
多
い
が
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ダ
ン
テ
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
、
フ
ッ
カ
ー
、
ホ

ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
種
の
翻
訳
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
バ
ー
リ
ン
が
扱
う
六
人
の
思
想
家
は
、
今

日
の
わ
れ
わ
れ
に
直
接
語
り
か
け
る
言
語
で
語
っ
て
い
る
（F

IB
, pp. 1-2

）。

　

と
こ
ろ
で
、
思
想
家
に
は
、
以
前
か
ら
存
す
る
問
題
に
答
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
偉
大
な
者
が
い
る
。
例
え
ば
バ
ー
ク
リ
ー
や
ヒ
ュ
ー
ム
、

職
業
的
な
哲
学
者
で
は
な
い
が
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
作
家
の
ト
ル
ス
ト
イ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
思
想
家
の
な
か
に
は
、
問
題
の
性
質
を
変

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
偉
大
で
あ
る
者
も
い
る
。
問
題
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
例

え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
、
パ
ス
カ
ル
、
カ
ン
ト
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
あ
る
（F

IB
, p. 4

）。

　

バ
ー
リ
ン
は
、
自
分
が
扱
う
六
人
の
思
想
家
が
、
以
上
の
二
つ
の
意
味
で
の
天
才
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
彼
ら
に
影
響
を
受
け
た
者
た
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ち
は
、
彼
ら
の
議
論
そ
の
も
の
に
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
議
論
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
物
の
見
方
が
突
如
と
し
て
変
化
し
た
の

で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
六
人
は
取
り
扱
う
に
値
す
る
も
の
と
さ
れ
る
（F

IB
, pp. 4-5

）。

　

六
人
の
思
想
家
に
共
通
す
る
別
の
側
面
が
あ
る
。
彼
ら
は
人
間
の
自
由
（hum

an liberty

）
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
が
、お
そ
ら
く
ド
・

メ
ス
ト
ル
を
除
い
て
、
自
由
を
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
、
真
の
自
由
の
真
の
擁
護
者
を
自
認
す
る
者
も
い
る
。
し
か

し
、
彼
ら
の
教
説
は
、
個
人
の
自
由
や
政
治
的
自
由
に
よ
っ
て
通
常
意
味
さ
れ
る
も
の
に
敵
対
的
で
あ
る
。
通
常
意
味
さ
れ
る
も
の
と
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
主
義
的
な
思
想
家
た
ち
に
よ
っ
て
唱
道
さ
れ
て
い
る
自
由
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
例
え
ば
ロ
ッ

ク
、
ペ
イ
ン
、
フ
ン
ボ
ル
ト
や
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
自
由
主
義
的
な
思
想
家
た
ち
、
例
え
ば
コ
ン
ド
ル
セ
や
、
革
命
後
の
コ
ン
ス
タ
ン
、

ス
タ
ー
ル
夫
人
、
あ
る
い
は
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
ら
の
言
う
自
由
の
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ル
に
よ
る
と
、
自
由
の
中
味
は
、
自
分
の
望
む
よ
う
に
自

分
の
人
生
を
自
由
に
形
成
す
る
権
利
で
あ
り
、
人
々
が
で
き
る
限
り
自
分
の
性
質
を
発
展
さ
せ
る
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
、
他
者
も
同
じ
権
利
に
よ
っ
て
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
員
が
同
じ
防
御
手
段
で
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 5

）。

　

こ
の
意
味
で
、
六
人
の
思
想
家
は
、（
ミ
ル
た
ち
が
念
頭
に
置
く
意
味
で
の
）
自
由
に
敵
対
的
で
あ
る
。
彼
ら
の
教
説
は
、
自
由
と
敵
対

し
て
お
り
、
彼
ら
の
人
類
へ
の
影
響
は
、
一
九
世
紀
だ
け
で
な
く
二
〇
世
紀
で
も
反
自
由
主
義
的
な
意
味
で
強
力
で
あ
る
（F

IB
, p.5

）。

　

さ
て
、
バ
ー
リ
ン
は
こ
こ
で
政
治
哲
学
の
主
要
問
題
に
戻
る
。
な
ぜ
人
間
は
他
者
に
従
う
べ
き
な
の
か
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
が
著
述
を
は

じ
め
る
前
の
時
代
ま
で
は
、
こ
の
問
題
は
様
々
に
答
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
様
々
な
答
え
を
出
し
た
人
々
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
凌
駕

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
物
理
学
的
自
然
の
す
べ
て
を
適
切
か
つ
完
璧
に
説
明
し
て
い
る
、
彼
は
す
べ
て
を
関
係
づ
け
て
調
和
さ

せ
る
法
則
や
原
理
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 6

）。

　

政
治
学
の
領
域
や
、
道
徳
の
領
域
で
は
、
こ
う
し
た
原
理
や
権
威
は
明
白
に
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
他
者
に
従
う
べ
き
な
の
か
、

と
い
う
問
題
に
は
多
く
の
答
え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
物
理
学
や
天
文
学
な
ど
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
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な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
政
治
や
道
徳
の
問
題
に
つ
い
て
、
衝
突
す
る
多
数
の
意
見
の
混
乱
に
見
舞
わ
れ
る
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
だ

人
々
の
一
人
が
、
バ
ー
リ
ン
が
最
初
に
扱
う
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
で
あ
る
（F

IB
, pp. 7, 9-10

）。

二
　
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス

　

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
（C

laude-A
drien H

elvétius

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
る
。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
生
涯
の
目
的
は
、
道
徳
の
基
礎
を
確
定
す
る
単
純
な
原
理
の
探
求
で
あ
り
、
社
会
は
ど
の
よ

う
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
、
人
間
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
に
答
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
物

理
学
の
領
域
で
果
た
し
た
の
と
同
じ
程
度
の
科
学
的
権
威
を
も
っ
て
答
え
よ
う
と
し
た
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
、
道
徳
的
・
政
治
的
混
沌
に

秩
序
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
偉
大
な
る
新
し
い
科
学
を
発
見
し
た
と
考
え
た
。
彼
は
自
分
が
政
治
学
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
な
る
と
考
え
た

（F
IB

, p. 12

）。

　

倫
理
や
政
治
の
幾
何
学
と
は
何
か
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
答
え
を
見
つ
け
た
と
思
っ
た
。
彼
は
、
功
利
主
義
原
理
の
最
初
の
明
白
な
定
式

化
を
な
し
た
。
こ
の
原
理
に
従
え
ば
、
人
が
欲
す
る
も
の
は
快
楽
だ
け
で
あ
り
、
避
け
た
い
も
の
は
苦
痛
で
あ
る
。
快
楽
の
追
求
と
苦
痛
の

回
避
は
、
人
間
に
作
用
す
る
唯
一
の
動
機
で
あ
る
。
こ
の
発
見
は
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
を
と
て
も
興
奮
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
そ
れ
は
自

分
に
社
会
の
生
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
を
与
え
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
の
適
切
な
問
題
は
何
か
。
人
間
は
快
楽
を
求
め

て
苦
痛
を
避
け
る
の
だ
か
ら
、
人
間
は
快
楽
を
追
求
で
き
て
い
る
な
ら
幸
福
な
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 13-14

）。

　

問
題
は
、
な
ぜ
人
間
は
幸
福
で
は
な
い
の
か
、
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は
、
ど
の
よ
う
に
快
楽
を
得
て
、
ど
の
よ
う
に
苦
痛
を
避
け
る
か
を
、

人
々
が
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
々
が
こ
れ
を
知
ら
な
い
の
は
、
無
知
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
々
が
無
知
な
の
は
、
法
が
人
々
を
人
為
的
に
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無
知
の
ま
ま
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
幸
福
に
な
る
権
利
が
あ
る
。
哲
学
者
の
義
務
は
、
あ
る
種
の
社
会
的
衛
生
学
を
用
い
て
、

人
々
を
治
療
す
る
こ
と
で
あ
る
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
に
よ
る
と
、
哲
学
者
は
建
築
家
で
あ
る
。
設
計
図
は
す
で
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

は
自
然
の
な
か
に
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
快
楽
を
探
求
し
て
苦
痛
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
（F

IB
, pp. 14-15

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
一
八
世
紀
の
指
導
的
な
経
済
学
者
で
あ
る
﹁
重
農
主
義
﹂
の
哲
学
者
た
ち
は
、
同
じ
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
立
法

は
法
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
の
な
か
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
翻
訳
し
て
法
の
な
か
に
取
り
込
む
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
本
当
の
目
的

は
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
改
革
の
目
的
は
、
快
楽
を
最
大
化
し
て
苦
痛
を
最
小
化
す
る
た
め
の
新
し
い
制
度
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
制
度
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
人
々
は
無
知
で
あ
り
、
感
情
や
慣
習
の
奴
隷
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
治
療
が
必

要
で
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
治
療
す
る
の
か
。
人
為
的
な
操
作
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
自
動
的
な
進
化
を
信
じ
て
い
な
か
っ

た
。
人
類
を
改
良
し
よ
う
と
す
る
意
志
と
情
熱
を
も
っ
た
十
分
な
数
の
啓
蒙
さ
れ
た
人
々
が
い
れ
ば
、
進
化
が
可
能
だ
と
考
え
た
。
橋
を
作

る
た
め
に
は
、
数
学
や
力
学
や
物
理
学
が
必
要
で
あ
る
。
国
家
を
支
配
す
る
人
は
、
か
な
り
の
程
度
の
人
間
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
道
徳

を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
間
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
、
ど
の
よ
う
な
法
が
人
間
を
機
能
さ
せ
る
か
を
知
る
な
ら
、
そ
の
人
は
生
み
出
し
た

い
も
の
を
生
み
出
せ
る
だ
ろ
う
（F

IB
, pp. 15-16

）。

　

具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
哲
学
者
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
世
界
を
ど
う
や
っ
て
変
化
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
。
説
得
で
は

無
理
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
人
は
説
得
を
聞
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
抜
本
的
な
手
段
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
立
法
を
、
人
間
と
い
う

ロ
バ
の
た
め
の
鞭
と
ニ
ン
ジ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
、
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
者
は
、
権
力
を
有
し
た
な
ら
ば
、
幸
福
を
追
求
す
る
人
に
報

い
て
、
幸
福
を
減
ら
す
人
を
罰
す
る
よ
う
な
、
人
為
的
な
制
度
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 16-17

）。

　

な
お
、
バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ベ
ン
サ
ム
は
自
分
が
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
に
負
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
ベ
ン
サ
ム
の
言
っ
て
い

る
こ
と
で
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
に
由
来
し
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 20

）。
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と
も
あ
れ
、
立
法
者
の
任
務
は
、
人
間
を
作
り
替
え
て
、
無
知
の
犠
牲
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
々
の
利
益
は
、
快
楽

の
追
求
と
苦
痛
の
回
避
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
な
る
（F

IB
, p. 22

）。

　

さ
て
、
バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
一
つ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
が
描
い
た
世
界
で
は
、
個
人
の
自
由
は
ほ
と
ん
ど
な

い
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
存
在
す
る
余
地
は
ま
っ
た
く
な
い
。
彼
の
世
界
で
は
、
人
々
は
幸
福
に
な
る
が
、
自
由
の
観
念
は
消
え
去
る
。
そ
れ

が
消
え
る
の
は
、
悪
を
な
す
自
由
が
無
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
全
員
が
今
や
、
良
い
こ
と
の
み
を
行
う
よ
う
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
有
益
な
も
の
の
み
を
追
求
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
た
動
物
と
似
た
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
自
由
は
、
首
尾
良
い
教

育
に
よ
っ
て
、
次
第
に
除
去
さ
れ
る
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 22-23

）。

　

結
局
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
新
世
界
（
バ
ー
リ
ン
は
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
﹃
す
ば
ら
し
い
新
世
界
﹄
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
）
で
は
、
倫
理
と
政
治
は
自
然
科
学
で
あ
る
。
特
定
の
人
々
が
法
を
う
ま
く
発
見
す
る
。
そ
の
人
々
が
、
道
徳
的
政
治
的
な

知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
権
力
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
複
数
の
究
極
の
諸
目
的
は
互
い
に
両
立
可
能
に
な
る
。
そ
れ
ら
は
衝
突
し
な
い
。
た

だ
し
、
バ
ー
リ
ン
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
命
題
は
人
間
の
経
験
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
特
定
の
人
々
に
と
っ
て
究
極
的
な
目
的

で
あ
る
自
由
は
、
別
の
人
々
に
と
っ
て
究
極
的
な
目
的
で
あ
る
平
等
と
両
立
し
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 23

）。

　

筆
者
の
理
解
で
は
、
バ
ー
リ
ン
は
こ
こ
で
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
思
想
に
一
元
論
を
見
出
し
、
彼
自
身
は
人
間
の
経
験
に
照
ら
し
て
価
値

多
元
論
を
擁
護
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
﹁
お
わ
り
に
﹂
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
　
ル
ソ
ー

　

バ
ー
リ
ン
が
次
に
扱
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
（
生
ま
れ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和
国
）
し
た
哲
学
者
ル
ソ
ー
（Jean-Jacques 
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。

　

バ
ー
リ
ン
は
ま
ず
、ル
ソ
ー
を
偉
大
に
し
て
い
る
の
は
何
か
、彼
の
独
創
的
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
な
の
か
、と
い
う
問
い
を
提
示
す
る
（F

IB
, 

pp. 27-28
）。
例
え
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
は
、
権
威
と
自
由
の
あ
い
だ
で
何
ら
か
の
譲
歩
（com

prom
ise

）
が
な
さ
れ
る
と
し
た
（F

IB
, 

p. 30

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ル
ソ
ー
の
独
創
的
な
点
は
、
以
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
正
し
く
な
い
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
彼
の
自
由
の
観

念
と
、
彼
の
権
威
の
観
念
は
、
彼
以
外
の
思
想
家
た
ち
と
は
と
て
も
異
な
っ
て
い
る
。
彼
は
同
じ
言
葉
を
用
い
る
が
、
彼
は
そ
れ
に
と
て
も

異
な
る
意
味
を
込
め
て
い
る
。
彼
は
、
先
人
た
ち
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
、
言
葉
の
意
味
を
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
由
、

契
約
、
自
然
の
観
念
を
変
化
さ
せ
て
い
る
（F

IB
, p. 31

）。

　

自
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
、自
由
の
譲
歩
と
は
以
下
を
意
味
す
る
。﹁
完
全
な
自
由
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
自
由
は
無
政
府
状
態
や
混
沌
を
も
た
ら
す
か
ら
だ
。
逆
に
、
完
全
な
権
威
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
の

全
面
的
な
抑
圧
や
、
専
制
や
暴
政
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
自
由
と
権
威
の
あ
い
だ
で
折
り
合
い
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
互

い
の
譲
歩
が
必
要
と
な
る
﹂。
ル
ソ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
考
え
は
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
自
由
は

絶
対
的
な
価
値
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
由
は
個
々
の
人
間
と
同
一
で
あ
る
。
人
間
が
人
間
で
あ
る
た
め
に
は
、
人
間
は
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（F

IB
, p. 31

）。
よ
っ
て
、
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
、
自
由
は
調
整
し
た
り
譲
歩
し
た
り
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
絶
対
的
な
価
値

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
譲
歩
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 33

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
こ
こ
ま
で
は
問
題
な
い
。
し
か
し
、
人
間
は
社
会
で
生
活
し
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
る
。
人
間
は
、
完
全
に
自
由

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
自
分
の
欲
す
る
こ
と
を
な
す
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 33

）。
さ
ら
に
、
ル
ソ
ー
は
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
の
市
民
で
あ
り
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
の
伝
統
に
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
。
よ
っ
て
、
生
き
方
に
か
ん
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
確
固
た
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る
見
解
を
有
し
て
い
た
。
彼
は
、
正
し
い
生
き
方
や
、
間
違
っ
た
生
き
方
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
（F

IB
, p. 34

）。
ル
ソ
ー
に
よ
る
と
、
法

や
ル
ー
ル
は
慣
習
で
は
な
い
。
功
利
主
義
的
な
道
具
で
も
な
い
。
法
は
人
間
に
と
っ
て
本
来
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
然
科
学
の
観
察
対
象
で

も
な
い
。
人
間
が
従
う
道
徳
的
な
法
は
、
絶
対
的
で
あ
り
、
人
間
は
そ
れ
か
ら
離
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ル
ソ

ー
の
見
解
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
の
世
俗
主
義
的
な
見
方
で
あ
る
。
法
は
、
慣
習
で
も
な
け
れ
ば
功
利
主
義
的
な
道
具
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

人
間
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
永
遠
で
普
遍
的
で
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 35

）。

　

こ
こ
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
絶
対
的
価
値
を
有
す
る
。
自
由
の
絶
対
的
価
値
と
、
正
し
い
ル
ー
ル
の
絶
対
的
価

値
で
あ
る
。
両
者
が
互
い
に
対
し
て
譲
歩
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
不
滅
の
魂
を
殺
す
こ
と
で

あ
る
。
ル
ー
ル
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
絶
対
的
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
や
絶
対
的
な
悪
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ル
ソ
ー
が
直
面
し

た
デ
ィ
レ
ン
マ
で
あ
る
（F

IB
, pp. 35-36

）。

　

ル
ソ
ー
の
世
界
的
に
有
名
な
答
え
は
﹃
社
会
契
約
論
﹄（
一
七
六
二
年
）
で
提
示
さ
れ
た
。
彼
は
明
ら
か
に
、﹁
自
由
﹂
対
﹁
道
徳
的
権
威
﹂

の
デ
ィ
レ
ン
マ
に
苦
し
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
と
き
突
然
、
解
決
策
を
思
い
つ
い
た
。
そ
の
と
き
の
興
奮
ぶ
り
は
手
紙
に
記
さ
れ
て
い

る
。
彼
は
、
獄
中
の
デ
ィ
ド
ロ
に
会
い
に
行
く
道
中
で
、
そ
の
解
決
策
を
突
如
と
し
て
思
い
つ
い
た
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 36-37

）。

　

解
決
策
と
は
何
か
。
ル
ソ
ー
は
、
た
だ
一
つ
の
点
で
交
差
す
る
二
本
の
直
線
に
つ
い
て
語
る
幾
何
学
者
の
よ
う
で
あ
る
。
自
由
が
あ
り
、

権
威
が
あ
る
。
両
者
が
互
い
に
譲
歩
す
る
こ
と
は
無
理
だ
し
、
そ
れ
は
論
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
両
者
を
ど
う
や
っ
て
両
立
さ
せ
れ
ば
よ

い
の
か
。
答
え
は
単
純
で
あ
り
、
奇
妙
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
歩
の
問
題
は
存
在
し
な
い
。
問
題
は
、
両
立
可
能
か
で
は
な
く
、
二
つ
の

価
値
は
ま
っ
た
く
対
立
し
て
お
ら
ず
、
二
つ
で
は
な
く
一
つ
の
価
値
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
自
由
と
権
威
は
衝
突
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
一
つ
（one

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
一
致
す
る
。
同
じ
コ
イ
ン
の
表
と
裏
で
あ
る
。
権
威
と
自
由
は

一
体
化
し
て
い
る
か
ら
、
個
人
の
自
由
を
有
し
つ
つ
、
そ
れ
を
権
威
に
よ
っ
て
完
全
に
統
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
あ
な
た
が
も
っ
と



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

一
一
二

バ
ー
リ
ン
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄（
一
九
五
二
年
）を
読
む

九
二
〇

自
由
な
ら
、
あ
な
た
は
も
っ
と
多
く
の
権
威
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
権
威
に
も
っ
と
従
う
。
も
っ
と
自
由
な
ら
、
も
っ
と
統
制
さ
れ
る
の
で

あ
る
（F

IB
, pp. 37-38

）。

　

権
威
と
自
由
の
こ
の
よ
う
な
神
秘
的
な
交
錯
点
は
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
得
さ
れ
る
の
か
。
ル
ソ
ー
の
解
決
策
は
こ
う
で
あ
る
。
自
由
は
、

自
分
が
欲
す
る
も
の
の
達
成
を
、
他
の
人
々
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
私
が
欲
す
る
も
の
は
、
私
に
と
っ
て
善
い
も
の
で
あ

り
、
私
の
本
性
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
ル
ソ
ー
に
よ
る
と
、
自
然
は
調
和
的
で
あ
る
か
ら
、
私
が
真
に
欲
す
る
も
の
は
、
他

の
人
々
が
真
に
欲
す
る
も
の
と
衝
突
し
な
い
。
人
々
は
、
他
者
と
異
な
る
目
的
を
追
求
し
な
い
。
人
々
は
、
一
つ
の
単
一
の
目
的
を
追
求
す

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
国
家
の
す
べ
て
の
構
成
員
は
﹁
一
般
意
志
﹂
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
般
意
志
は
、
人
間
の
最

も
深
い
部
分
に
浸
透
し
て
お
り
、
人
間
の
意
志
だ
け
で
な
く
行
動
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
（F

IB
, pp. 38-39

）。

　

な
お
、
バ
ー
リ
ン
は
こ
こ
で
、
人
々
が
一
つ
の
単
一
の
目
的
を
追
求
す
る
と
い
う
ル
ソ
ー
の
見
解
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
バ
ー
リ
ン

の
言
う
一
元
論
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
バ
ー
リ
ン
自
身
は
価
値
多
元
論
を
擁
護
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
本
章
の
﹁
お
わ
り
に
﹂
で
触
れ

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

さ
て
、
ル
ソ
ー
は
、
社
会
が
人
々
に
自
由
で
あ
る
よ
う
に
強
制
す
る
権
利
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
い
る
。
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
、
人
に
自
由

で
あ
る
こ
と
を
強
制
す
る
と
は
、
合
理
的
な
仕
方
で
振
る
舞
う
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
は
自
分
が
欲
す
る
こ
と
を

な
す
場
合
に
自
由
で
あ
る
が
、
自
分
が
真
に
欲
す
る
も
の
は
合
理
的
な
目
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
あ
る
人
が
合
理
的
な
目
的
を
欲
し
て

い
な
い
な
ら
、
そ
の
人
が
欲
し
て
い
る
の
は
真
の
自
由
で
は
な
く
、
間
違
っ
た
自
由
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
そ
の
人
が
幸
せ
に
な
る
よ
う

な
事
柄
を
強
制
す
る
。
そ
の
人
は
私
に
、
本
当
の
自
我
が
何
で
あ
る
か
を
自
分
に
教
え
て
く
れ
た
と
し
て
、
感
謝
す
る
。
こ
れ
が
ル
ソ
ー
の

教
説
の
核
心
で
あ
る
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
、
ヒ
ト
ラ
ー
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
、
共
産
主
義
者
た
ち
は
み
な
、
こ
れ
と
同
じ
議

論
の
仕
方
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
々
は
本
当
に
欲
す
る
も
の
を
知
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
本
当
に
欲
す
る
も
の
を
欲
す
る
よ
う
に
し
て
や
る
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こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
人
々
に
﹁
本
当
に
﹂
欲
す
る
も
の
を
与
え
て
い
る
。
犯
罪
者
を
処
刑
し
、
私
の
意
志
に
従
わ
せ
、
異
端
審
問
に
か
け

て
、
拷
問
し
た
り
殺
し
た
り
す
る
と
き
も
、
私
は
人
々
に
と
っ
て
良
い
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
本
人
た
ち
が
本
当
に
欲
し
て
い
る

こ
と
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
人
た
ち
が
そ
れ
を
否
定
す
る
と
き
、
本
人
た
ち
は
自
分
た
ち
が
何
者
で
あ
り
、
何
を
欲
し
て
お
り
、
世
界

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
分
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
ル
ソ
ー
の
中
心
的
教
説
で
あ
り
、
そ
れ
は
絶
対
的
自
由
の
観
念
か
ら
、
次
第

に
、
絶
対
的
な
専
制
に
到
達
す
る
。
人
々
に
選
択
を
さ
せ
る
理
由
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
人
々
は
選
択
を
す
べ
き
で
あ
る
。
選
択
し
な
け
れ

ば
自
由
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
も
正
し
い
選
択
肢
を
選
ば
な
け
れ
ば
、
も
し
も
間
違
っ
た
選
択
肢
を
選
ぶ
な
ら
ば
、
そ
れ

は
本
当
の
自
我
が
機
能
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
真
の
自
我
を
知
ら
な
い
の
に
対
し
て
、
私
は
、
賢
く
て
合
理
的

で
慈
悲
深
い
立
法
者
で
あ
る
か
ら
、
人
々
の
真
の
自
我
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 47

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ル
ソ
ー
が
政
治
思
想
家
と
し
て
生
き
て
い
る
の
は
こ
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
教
説
は
、
善
と
悪
の
両
方
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
善
に
つ
い
て
は
、
自
由
が
な
け
れ
ば
生
き
る
に
値
す
る
社
会
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
彼
が
強
調
し
た
点
に
あ

る
。
悪
に
つ
い
て
は
、
真
の
自
我
と
い
う
神
話
を
作
り
出
し
た
点
に
あ
る
。
本
人
た
ち
の
真
の
自
我
と
い
う
名
目
で
、
私
は
人
々
を
強
制
す

る
の
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
自
分
が
自
由
で
あ
り
、
こ
れ
を
欲
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
私
の
方
が
あ
な
た
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
、
私
が
あ
な
た
を
自
由
に
す
る
。
こ
れ
は
、
人
間
が
、
政
治
的
自
由
や
経
済
的
自
由
を
失
い
つ
つ
も
、
よ
り
高

次
の
、
よ
り
深
淵
で
、
よ
り
合
理
的
で
、
よ
り
自
然
な
意
味
で
自
由
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
悪
質
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
結
局
、
独

裁
者
や
、
国
家
や
、
議
会
や
、
超
越
的
な
権
威
だ
け
が
、
最
も
制
約
さ
れ
て
い
な
い
自
由
は
最
も
強
固
で
人
々
を
奴
隷
に
す
る
よ
う
な
権
威

と
一
致
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 48-49

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
大
い
な
る
倒
錯
に
よ
っ
て
、
ル
ソ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
ど
の
思
想
家
よ
り
も
責
任
が
あ
る
。
十
九
世
紀
お
よ
び

二
十
世
紀
に
お
け
る
そ
の
帰
結
は
、
詳
細
に
述
べ
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
い
ま
だ
に
わ
れ
わ
れ
と
共
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
意
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味
で
、
人
間
の
自
由
を
最
も
強
固
か
つ
情
熱
的
に
愛
し
た
ル
ソ
ー
が
、
近
代
思
想
の
歴
史
に
お
け
る
自
由
の
最
も
険
悪
で
手
強
い
敵
の
一
人

で
あ
っ
た
の
は
、
ま
っ
た
く
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
（F

IB
, p. 49

）。

四
　
フ
ィ
ヒ
テ

　

バ
ー
リ
ン
は
次
に
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
あ
る
フ
ィ
ヒ
テ
（Johan G

ottlieb F
ichte

）
を
取
り
上
げ
る
。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
思
想
家
の
な
か
で
フ
ィ
ヒ
テ
ほ
ど
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
（
す

な
わ
ち
、
主
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
）
思
想
家
た
ち
の
自
由
観
念
と
著
し
い
対
照
を
な
す
、
そ
し
て
意
見
の
不

一
致
を
伴
う
自
由
観
念
を
、
提
示
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
も
し
も
あ
な
た
が
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
二
〇
年
頃
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
た

な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
（the E
ast
）
と
西
（the W

est

）（
片
や
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
片
や
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
）
で
、﹁
自
由
﹂
と
い
う
言
葉
に
別
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
驚
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（F

IB
, p. 50

）。

　

こ
の
時
期
の
﹁
西
﹂
の
主
要
な
政
治
的
著
作
者
た
ち
、
例
え
ば
コ
ン
ド
ル
セ
、
ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
た
ち
の
主
要
な
関
心
事

は
、
個
人
の
自
由
を
、
他
の
個
人
の
侵
害
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
思
想
家
が
自
由
に
よ
っ
て
意
味
す
る
の
は
、
非
干
渉

（non-interference

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
根
源
的
に
消
極
的
な
概
念
（negative concept

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
偉
大
な
古
典
的
論
文
の
主

題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
自
由
に
か
ん
す
る
論
文
（﹃
自
由
論
﹄
一
八
五
九
年
）
は
今
日
に
至
る
ま
で
、

最
も
雄
弁
で
、
最
も
誠
実
で
、
最
も
説
得
力
の
あ
る
、
個
人
の
自
由
の
擁
護
で
あ
る
（F

IB
, pp. 50, 52

）。

　

し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
の
自
由
の
観
念
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
で
開
花
し
た
も
の
で
あ
り
、
バ
ー
リ
ン
は
そ
れ
に
注
目
す
る
。
ド

イ
ツ
人
に
と
っ
て
、
自
由
は
、
世
界
の
強
固
な
必
然
性
か
ら
の
自
由
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
程
度
、
こ
の
理
解
は
一
八
世
紀
の
ド
イ
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ツ
の
政
治
状
況
に
由
来
す
る
。
ド
イ
ツ
人
は
、
一
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
敗
戦
、
政
治
的
な
分
裂
、
経
済
の
破
綻
、
三
十
年
戦
争
後

の
平
均
的
な
ド
イ
ツ
市
民
の
蒙
昧
さ
と
後
進
性
の
ゆ
え
に
、
恐
る
べ
き
屈
辱
に
苦
し
ん
で
い
た
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
、
ド
イ
ツ
人

の
、
君
主
の
恣
意
的
な
意
志
へ
の
絶
対
的
依
存
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
人
に
、
勝
者
た
る
フ
ラ
ン
ス
人
や
自
由
で
誇
り
高
い
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
に
比
し
て
、
自
分
た
ち
は
卑
し
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
感
覚
を
与
え
た
（F

IB
, p. 54

）。

　

一
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
国
家
が
没
落
す
る
と
き
に
、
ス
ト
ア
派
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
が
論
争
し
て
い
た
の
と
同
じ

雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
西
暦
一
世
紀
ご
ろ
の
ス
ト
ア
派
や
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
教
説
に
到
達
し
た
と
き
と

同
じ
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
私
が
欲
す
る
こ
と
は
多
い
が
、
環
境
が
そ
れ
を
与
え
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
外
側
の
世
界
か
ら
自
分
を
守
る
た

め
に
、
逆
境
が
及
ば
な
い
領
域
を
建
設
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
が
得
ら
れ
な
い
も
の
に
飛
び
つ
き
、
そ
れ
を
得
よ
う
と
試
み
る
の
で
は
な
く
、

戦
略
的
撤
退
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
暴
君
が
私
か
ら
す
べ
て
を
奪
う
と
し
て
も
、
私
の
財
産
を
奪
う
と
し
て
も
、
さ
せ
て
お
け
ば
よ
い
。
私

が
そ
れ
ら
を
所
持
し
よ
う
と
欲
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
奪
わ
れ
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
︱
︱
そ
れ
は
奇
妙
な
、
内
な
る
砦

（inner citadel

）
へ
の
退
却
で
あ
る
（F

IB
, p. 55

）。

　

さ
て
、
一
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
戻
ろ
う
。
カ
ン
ト
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
や
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
哲
学
者
た
ち
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
意
識

全
般
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。
カ
ン
ト
に
よ
る
と
、
真
な
る
理
想
は
、
道
徳
の
法
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
法
が
外
部
の
力
に
よ
っ
て
押
し
つ

け
ら
れ
る
な
ら
、
私
は
自
由
で
は
な
く
、
奴
隷
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
し
も
私
が
な
す
べ
き
こ
と
を
自
分
で
命
令
す
る
な
ら
、
私
は

も
は
や
奴
隷
で
は
な
く
、
自
分
自
身
を
統
制
し
て
い
る
。
私
は
自
分
の
行
為
の
作
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
由
な
の
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て

最
重
要
の
価
値
は
、
自
分
自
身
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
で
自
分
に
命
令
す
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
自
由
な
の
で
あ
る
。

結
局
、
カ
ン
ト
が
言
う
に
は
、
世
界
で
最
も
神
聖
な
も
の
は
、
肉
体
に
宿
っ
て
い
る
自
由
か
つ
道
徳
的
な
精
神
的
自
我
で
あ
る
（F

IB
, 

p. 57

）。
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フ
ィ
ヒ
テ
は
、
個
人
は
完
全
に
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
私
は
完
全
に
自
分
自
身
の
創
造
物
で
あ
る
。
私
は
自
然
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
法
を
受
け
入
れ
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
が
自
ら
に
課
す
こ
と
な
の
で

あ
る
。
法
は
、
事
実
の
領
域
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
自
身
の
自
我
か
ら
生
ま
れ
る
。
私
自
身
の
自
我
と
は
、
自
分
の
理
念
や
目
的

に
従
っ
て
、
外
側
の
世
界
に
物
事
を
作
り
出
す
自
我
で
あ
る
（F

IB
, pp. 62-63

）。

　

こ
う
し
て
、
カ
ン
ト
と
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
は
、
道
徳
は
発
見
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
作
り
出
さ
れ
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
以
前
は

自
然
を
写
し
取
っ
て
い
た
の
が
、
今
や
自
然
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自
然
は
単
な
る
素
材
な
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
、
道
徳
は
、
特
定
の
仕
方
で
何
か
を
企
て
る
こ
と
と
な
る
。
政
治
的
活
動
も
ま
た
、
あ
る
種
の
自
分
自
身
の
企
て
で
あ
る
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
を
書
き
換
え
る
と
い
う
企
て
を
行
っ
た
が
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
の
人
間

を
型
に
は
め
て
作
り
上
げ
た
（m

oulds
）。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
芸
術
家
が
自
分
の
画
材
を
、
作
曲
家
が
音
を
、
画
家
が
色
を
、
型
に
は
め

て
形
作
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
自
分
の
個
性
を
表
現
し
、
自
ら
を
主
張
し
、
自
分
の
内
な
る
理
想
に
仕
え
て
い
る
の
だ
か

ら
、
道
徳
の
最
高
の
表
現
者
な
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 66

）。

　

さ
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
に
は
以
下
の
よ
う
な
飛
躍
的
進
歩
が
存
す
る
。
そ
れ
は
、
孤
立
し
た
個
人
か
ら
、
真
の
主
体
な
い
し
自
我
と
し

て
の
集
団
へ
の
進
歩
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
の
か
。
人
は
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
他
人
か
ら
妨
げ
ら
れ
な
い
と
き
に

だ
け
自
由
で
あ
り
、
自
分
の
内
な
る
自
我
が
他
人
に
影
響
さ
れ
な
い
と
き
に
だ
け
自
由
で
あ
る
。
自
我
と
は
精
神
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
孤
立

し
た
精
神
で
は
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
こ
で
独
特
の
結
論
へ
と
進
む
。
自
我
と
は
個
々
の
人
間
で
は
な
く
、社
会
と
関
連
す
る
自
我
で
あ
り
、

人
間
の
自
我
は
歴
史
や
伝
統
の
産
物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
間
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
自
我
は
経
験
的
な
自

我
（
特
定
の
時
代
に
生
ま
れ
、
特
定
の
物
理
的
環
境
で
特
定
の
人
生
を
送
り
、
特
定
の
日
時
に
特
定
の
場
所
で
死
ん
で
い
く
自
我
）
で
は
な

い
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
さ
ら
に
、
自
我
の
神
学
的
な
考
え
方
に
進
む
。
真
の
自
由
な
自
我
は
、
肉
体
に
服
を
着
た
、
時
空
間
の
経
験
的
な
自
我
で
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は
な
い
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
肉
体
に
共
通
す
る
超
自
我
（a super-self

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
巨
大
で
神
聖
な
自
我
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ

は
次
第
に
こ
の
超
自
我
を
、
自
然
、
神
、
歴
史
、
国
民
と
同
一
化
す
る
（F

IB
, pp. 66-67

）。

　

自
然
や
征
服
者
の
手
が
及
ば
な
い
内
的
理
想
に
仕
え
る
孤
立
し
た
個
人
と
い
う
観
念
か
ら
出
発
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
や
が
て
、
個
人
は
無
で

あ
り
、
人
間
は
社
会
や
集
団
が
な
け
れ
ば
無
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
至
る
。
彼
が
考
え
る
に
は
、
個
人
は
存
在
せ
ず
、
消
失
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
集
団
の
み
が
存
在
し
、
そ
れ
の
み
が
現
実
な
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 67

）。
フ
ィ
ヒ
テ
は
さ
ら
に
進
む
。
真
の
自
我
は
、
あ
な
た
や

私
で
は
な
い
。
特
定
の
個
人
で
も
、
特
定
の
集
団
で
も
な
い
。
真
の
自
我
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
意
識

を
有
す
る
人
間
で
す
ら
な
く
、
集
合
性
（collectivity

）
︱
︱
す
な
わ
ち
、
人
種
、
国
民
、
人
類
な
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 68

）。

　

結
局
、
自
由
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
個
人
の
自
由
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
神
聖
な
価
値
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
は
超

人
格
的
な
も
の（som

ething super-personal

）に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
選
択
で
あ
る
。
そ
れ（
超
人
格
的
な
も
の
）が
私
を
選
ぶ
の
で
あ
り
、

私
が
そ
れ
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
黙
っ
て
従
う
の
は
、
特
権
で
あ
り
、
義
務
で
あ
り
、
自
己
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
高
い
次
元
へ

の
自
己
超
越
的
な
上
昇
で
あ
る
。
結
局
、
自
由
と
は
、
超
自
我
（the super-self

）
へ
の
服
従
で
あ
る
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
自
由

は
服
従
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 70-71

）。

　

バ
ー
リ
ン
は
言
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
的
（the A

nglo-F
rench

）
な
自
由
の
観
念
か
ら
出
発
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
遠
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
的
な
観
念
と
は
、
各
自
に
自
分
自
身
の
領
域
（
自
分
が
望
む
よ
う
に
善
い
こ
と
も
悪
い
こ
と

も
で
き
る
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
領
域
）
を
認
め
、
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
る
（
そ
し
て
選
択
を
神
聖
な
も
の
と
み
な

す
）
観
念
の
こ
と
で
あ
る
（F

IB
, p. 73

）。

　

英
国
的
・
フ
ラ
ン
ス
的
な
自
由
の
観
念
と
、
ド
イ
ツ
的
な
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
ま
っ
て
い
た
自
由
の
二
つ
の
考
え
方

で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
真
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
誤
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
の
は
、
底
が
浅
く
て
答
え
よ
う
の
な
い
問
い
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
両
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立
不
可
能
な
二
つ
の
生
の
見
解
（
自
由
主
義
的
な
見
解
と
権
威
主
義
的
な
見
解
、
開
か
れ
た
見
解
と
閉
じ
た
見
解
）
で
あ
り
、﹁
自
由
﹂
と

い
う
言
葉
が
そ
の
両
者
に
と
っ
て
真
に
中
心
的
な
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
と
同
時
に
不
吉
な
こ
と
で
あ
る
（F

IB
, p. 73

）。

五
　
ヘ
ー
ゲ
ル

　

バ
ー
リ
ン
は
次
に
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg W
ilhelm

 F
riedrich H

egel

）
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
彼
が
論
じ
て
い
る
時
代
に
は
じ
ま
る
す
べ
て
の
思
想
の
な
か
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
体
系
は
お
そ
ら
く
現
代
の
思
想
に

最
大
の
影
響
を
与
え
て
き
た
。
そ
れ
は
巨
大
な
神
話
で
あ
り
、
照
明
の
力
と
そ
れ
が
触
れ
る
も
の
を
暗
く
す
る
力
を
有
す
る
。
そ
れ
は
明
る

さ
と
暗
さ
を
有
す
る
が
、
暗
さ
の
方
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
合
意
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
巨
大
な

暗
い
森
で
あ
り
、
一
度
入
っ
た
ら
戻
っ
て
来
な
い
の
で
誰
も
そ
こ
で
何
を
見
た
か
を
語
っ
た
こ
と
が
な
い
。
戻
っ
て
来
た
と
し
て
も
、
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
音
楽
に
耽
溺
す
る
人
と
同
じ
く
、
暗
い
森
か
ら
戻
っ
て
き
た
人
々
の
耳
は
永
遠
に
そ
れ
以
前
の
も
の
と
は
と
て
も
違
う
音
に
順
応

し
て
い
る
。
結
局
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
体
系
は
新
し
い
用
語
法
に
よ
っ
て
人
々
を
説
得
し
て
い
る
の
で
、
森
か
ら
戻
っ
て
き
た
人
々
の
見
解
が
実

際
に
何
を
意
味
す
る
か
は
理
解
し
に
く
い
（F

IB
, p. 74

）。

　

一
つ
の
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
継
承
者
た
ち
は
言
う
。
以
前
に
自
分
た
ち
は
外
側
か
ら
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
が
、
い

ま
や
自
分
た
ち
は
内
側
か
ら
見
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
。
以
前
は
単
に
表
面
だ
け
を
見
て
い
た
が
、
今
で
は
内
な
る
実
質
を
、
内
な
る
目
的

を
見
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
後
継
者
た
ち
は
﹁
外
側
﹂
の
見
方
に
対
し
て
﹁
内
側
﹂
の
見
方
を
有
す
る
。
外
側
と
内
側
の
違
い
は
ヘ
ー
ゲ
ル

の
全
体
系
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
（F

IB
, p. 74

）。

　

物
質
的
対
象
（
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
木
、
石
）
を
見
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
を
記
述
し
た
り
分
類
し
た
り
で
き
る
。
な
ぜ
物
事
が
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こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
問
う
と
き
、﹁
な
ぜ
﹂
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。﹁
な
ぜ
テ
ー
ブ
ル
は
浮
か
ば
な
い
の
か
﹂
と
問
う
と
き
、

多
く
の
物
理
学
的
事
実
が
わ
れ
わ
れ
に
提
供
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
異
な
る
問
い
を
発
し
た
と
考
え
て
み
よ
う
。﹁
世
界
は
な
ぜ
、
テ

ー
ブ
ル
が
浮
か
び
上
が
ら
な
い
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
﹂。
こ
の
﹁
な
ぜ
﹂
は
、
起
こ
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で
は
答
え
ら

れ
な
い
（F

IB
, pp. 74-75

）。

　

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、科
学
者
が
答
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な﹁
な
ぜ
﹂で
は
な
く
、世
界
に
か
ん
す
る﹁
な
ぜ
﹂の﹁
よ
り
深
い
﹂意
味（‘deeper’ 

sense of ‘W
hy?’

）
で
の
問
い
に
対
し
て
、
自
分
の
見
解
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 79

）。

　

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
見
解
を
提
示
す
る
た
め
に
、
世
界
は
実
は
世
界
精
神
の
自
己
発
展
で
あ
る
と
述
べ
た
。
世
界
精
神
は
、
個
人
の
精
神

と
類
似
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
世
界
全
体
を
包
摂
し
、
そ
れ
と
一
体
化
し
て
い
る
。
人
間
が
目
的
・
意
図
・
方
向
性
を
も
っ
て
い
る

よ
う
に
、
世
界
の
巨
大
な
精
神
活
動
も
目
的
・
意
図
・
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
石
や
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
理
解
す
る
の
と

は
異
な
る
意
味
で
、
他
の
人
間
が
何
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
一
般
的
な
精
神
に
参
加
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
人
間
と
し
て
、
他
の
人
間
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
形
而
上
学
的
な
把
握
（
あ
る
種
の
テ
レ
パ

シ
ー
的
な
洞
察
）
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（F

IB
, pp. 79-80

）。

　

さ
ら
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
歴
史
こ
そ
が
、
人
間
の
経
験
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
は
歴
史
を
も
た
な
い
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
ら
は
経
験
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
と
は
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
創
造
、
人
間
の
想
像
、
人
間
の
意
志
、
意
図
、
感

覚
、
目
的
、
お
よ
び
人
間
が
行
っ
た
り
感
じ
た
り
す
る
す
べ
て
に
か
ん
す
る
物
語
で
あ
る
。
人
間
の
歴
史
は
、
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
た
り
、
考

え
た
り
、
特
定
の
仕
方
で
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
歴
史
を
創
造
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
歴
史
に
つ
い
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
に
つ
い
て
の
理
解
は
﹁
内
側
﹂
の
見
方
で
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
に
つ
い
て
の
理
解
は
﹁
外
側
﹂
の
見
方
な
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 80-81

）。
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な
お
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
お
互
い
を
理
解
で
き
た
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
説
明
で
き
な
い
﹁
単
な
る
﹂
事
実
（‘m

ere’ fact

）
が
残
る
。

こ
の
﹁
単
な
る
﹂
事
実
を
説
明
し
て
理
解
す
る
に
は
、
そ
れ
を
、
目
的
を
有
す
る
体
系
に
関
連
づ
け
た
り
、
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
め
た
り
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
パ
タ
ー
ン
と
は
何
か
。
パ
タ
ー
ン
と
は
目
的
を
有
す
る
何
か
で
あ
る
。
絵
は
パ
タ
ー
ン
を
有
す
る
。

な
ぜ
な
ら
誰
か
が
目
的
を
も
っ
て
描
い
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、﹁
理
解
﹂
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
（F

IB
, p. 81

）。

　

こ
こ
で
更
な
る
問
い
が
生
じ
る
。﹁
精
神
は
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何
な
の
か
。
パ
タ
ー
ン
と
は
何
な
の
か
﹂。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
自
分
は
そ
の
問
題
の
答
え
を
み
つ
け
た
と
考
え
た
。
精
神
は
、
彼
の
言
う
弁
証
法
に
従
っ
て
作
用
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る
考

え
が
別
の
考
え
と
衝
突
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
考
え
が
生
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ー
ゼ
（
定
立
）
と
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
（
反
定
立
）
が
衝
突

し
、
そ
こ
か
ら
ジ
ン
テ
ー
ゼ
（
総
合
）
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
従
え
ば
、
こ
れ
が
、
世
界
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
の
説

明
で
あ
る
。
世
界
が
そ
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
は
、
世
界
が
思
想
や
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
意
識
活
動
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
働
く
の
は
、
そ
れ

が
パ
タ
ー
ン
だ
か
ら
で
あ
る
（F

IB
, pp. 82-83
）。

　

さ
て
、
古
代
ロ
ー
マ
と
現
代
の
イ
タ
リ
ア
は
、
物
理
的
に
は
同
じ
国
で
あ
る
。
周
囲
の
海
は
同
じ
よ
う
に
影
響
を
与
え
、
天
候
も
大
き
く

は
変
化
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
イ
タ
リ
ア
は
古
代
ロ
ー
マ
と
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
も
し
も
人
間
が
、
外
部
の
因
果
関
係
の

影
響
下
に
あ
る
な
ら
、
こ
う
し
た
差
異
や
成
長
は
説
明
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
説
明
を
で
き
る
の
は
弁
証
法
だ
け
で
あ
る
。
テ
ー
ゼ
と
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
の
衝
突
は
、
進
歩
の
原
因
で
あ
る
。
ジ
ン
テ
ー
ゼ
は
不
死
鳥
の
よ
う
に
、
テ
ー
ゼ
と
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
灰
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 83-84

）。

　

進
歩
が
起
こ
る
と
、
次
の
緊
張
が
高
ま
り
、
次
の
跳
躍
が
起
こ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
が
歴
史
で
あ
る
。
生
に
お
い
て
衝

突
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
衝
突
（
国
家
と
国
家
の
、
制
度
と
制
度
の
、
芸
術
の
一
つ
の
形
態
と
別
の
形
態
の
、
文
化
運
動
と
別
の
文
化
運
動
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と
の
あ
い
だ
の
衝
突
）
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
動
向
も
生
ま
れ
な
い
。
摩
擦
が
な
け
れ
ば
、
死
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ヘ
ー

ゲ
ル
に
と
っ
て
、
衝
突
は
、
発
展
、
成
長
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
の
徴
候
な
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 84-85

）。

　

あ
る
と
き
に
は
、
発
展
は
国
家
活
動
の
形
態
で
起
こ
る
。
ま
た
あ
る
と
き
に
は
、
発
展
は
一
人
の
英
雄
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
、
カ
エ
サ
ル
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
な
ど
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
多
く
を
破
壊
し
た
。
多
く
の
苦
し
み
を
生

み
出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
そ
の
後
に
起
こ
る
こ
と
に
先
立
つ
避
け
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
摩
擦
が
な
け
れ
ば
進
歩
は
な
い
。
ヘ
ー
ゲ

ル
の
前
に
は
カ
ン
ト
が
、
カ
ン
ト
の
前
に
は
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
が
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ー
コ
が
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
た
（F

IB
, 

p. 85

）。

　

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
歴
史
が
合
理
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ

て
、
あ
る
プ
ロ
セ
ス
が
合
理
的
で
あ
る
と
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
避
け
ら
れ
な
い
（inevitable

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
学

生
は
、
二
×
二
＝
四
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
と
き
、
答
え
は
そ
れ
以
外
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ

く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
示
唆
す
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
歴
史
を
学
ぶ
と
き
に
、
十
分
に
合
理
的
な
レ
ベ
ル
で
歴
史
に
つ
い
て
理
解
し
は
じ
め
る
と
、

歴
史
的
な
出
来
事
が
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
か
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
に
し
か
起
こ
り
え
な
か
っ
た
の
だ
、
そ
れ
は
必
然
的
に
そ

う
な
っ
た
の
だ
、
と
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
（F

IB
, pp. 85-86

）。

　

す
べ
て
が
そ
の
よ
う
に
な
る
と
理
解
す
る
と
、
他
の
よ
う
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
望
み
は
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
二
×
二
＝

四
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
、
他
で
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
、
さ
ら
に
そ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
（
他
で
は
あ
り
え
な
い
で
欲
し
い
）
と
思
う
よ

う
に
な
る
。
数
学
の
ル
ー
ル
が
、
推
論
の
ル
ー
ル
と
同
一
化
し
、
あ
な
た
の
思
考
や
行
動
の
仕
方
と
同
一
化
す
る
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 86

）。

　

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
同
一
化
の
観
念
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
他
で
は
あ
り
え
な
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
ル
ー
ル
を
自
ら
と
同
一
化
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 87

）。
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さ
て
、
こ
こ
に
問
題
が
生
じ
る
。
す
べ
て
が
厳
格
に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
私
は
自
由
な
の
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
問
題
を

解
決
し
た
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
世
界
は
弁
証
法
的
に
発
展
す
る
。
も
し
も
私
が
そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
ら
、
私
は
そ
の
こ
と
に
反
論
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、
人
間
の
自
由
と
は
何
か
。
私
は
、
世
界
を
統
べ
る
法
則
に
反
さ
な
い
な
ら
ば
、
自
分
の
望
み
を
達
成
で
き
る
。

そ
の
ル
ー
ル
を
否
定
す
れ
ば
、
私
は
必
然
的
に
敗
れ
る
。
歴
史
的
に
言
っ
て
、
私
が
う
ま
く
や
っ
て
行
き
た
い
な
ら
、
自
分
が
法
則
に
反
さ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
し
も
歴
史
の
法
則
が
、
私
自
身
の
思
考
の
本
質
と
同
一
化
し
て
い
る
な
ら
ば
、
私
は
常

に
、
自
分
の
欲
す
る
こ
と
を
達
成
で
き
る
。
す
べ
て
が
あ
な
た
の
欲
す
る
と
お
り
に
進
む
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
何
も
あ
な
た
を
邪
魔
し
な
い

な
ら
ば
、
そ
れ
は
完
全
な
自
由
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
世
界
の
合
理
的
な
原
理
と
自
分
自
身
を
同
一
化
さ
せ
る
範
囲
で
、
完
全
に
自
由
な

の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
歴
史
は
、
勝
者
の
目
を
通
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
勝
利
す
る
こ
と
は
、
歴
史
の
流
れ
の
正
し
い
側
に

い
る
こ
と
で
あ
る
。
敗
者
は
、
も
し
も
歴
史
的
な
出
来
事
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
負
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（F

IB
, 

pp. 88-90

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
類
の
思
考
を
長
い
間
占
め
る
こ
と
に
な
る
巨
大
な
体
系
を
創
造
し
た
。
自
由
は
、

厳
格
な
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
は
存
在
し
え
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
自
由
は
、
あ
な
た
が
干
渉
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
征
服
な
い
し
保
有
さ
れ
る

前
に
、
そ
の
干
渉
を
自
分
の
側
か
ら
征
服
な
い
し
保
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
世
界
の
支
配
者
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
自
分

が
支
配
者
に
な
れ
な
い
と
し
た
ら
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
、
自
分
の
苦
し
み
に
不
平
を
言
っ
た
り
嘆
い
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
な
た
が
そ
の
よ
う
な
苦
し
み
に
陥
る
理
由
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
、
そ
の
苦
し
み
を
歓
待
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
苦
し
み

の
歓
待
は
自
由
で
は
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 103

）。
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サ
ン
＝
シ
モ
ン

　

バ
ー
リ
ン
は
次
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
思
想
家
で
あ
る
サ
ン
＝
シ
モ
ン
（C

om
te H

enri de Saint-Sim
on

）
を
取
り
上
げ
る
。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
西
洋
の
歴
史
主
義
の
父
で
あ
る
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
一
八
世
紀
の
非
歴
史
的
な
方
法
を
批
判
し
、

独
自
の
歴
史
解
釈
を
推
し
進
め
、
そ
れ
は
一
九
世
紀
の
偉
大
な
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
派
の
源
泉
と
な
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
歴
史
解
釈
は
、
同
時

代
の
ド
イ
ツ
観
念
論
者
た
ち
が
提
示
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
図
式
と
は
異
な
る
、
具
体
的
な
歴
史
を
記
す
た
め
の
武
器
と
な
っ
た
。
サ
ン

＝
シ
モ
ン
は
、
バ
ー
リ
ン
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
歴
史
の
技
術
的
解
釈
の
父
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
物
質
主
義

的
解
釈
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
は
じ
め
て
、
経
済
的
要
素
を
歴
史
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
っ
た

（F
IB

, pp. 106-107

）。

　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
社
会
統
治
と
い
う
考
え
を
創
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
考
え
は
、
彼
以
前
に
も
プ
ラ
ト
ン
の

よ
う
な
思
想
家
た
ち
が
提
唱
し
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
が
民
主
的
に
で
は
な
く
、
同
時
代
の
技
術
的
必
要
性
や
技
術
的
可
能
性
を
理
解
し

て
い
る
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
（F

IB
, p. 107

）。

　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
一
八
世
紀
に
特
徴
的
な
言
葉
（
市
民
社
会
、
人
権
、
自
然
権
、
民
主
主
義
、
自
由
放
任
主
義
、
個
人
主
義
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
な
ど
）
を
、
最
も
厳
し
く
攻
撃
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
賢
者
が
社
会
を
指
導
す
る
と
い
う
見
解
と
、
人
々
が
自
己
統
治
す
る

と
い
う
見
解
は
両
立
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
彼
は
一
八
世
紀
の
自
由
主
義
的
理
念
を
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 108

）。

　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
彼
の
同
時
代
人
が
関
心
を
寄
せ
た
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
失
敗
で
あ
っ
た
（F

IB
, p. 109

）。
彼
は
当
初
は
改
革

者
に
共
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
革
命
は
や
が
て
恐
怖
政
治
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
恐
怖
政
治
を
生
き
延
び
た
も
の
の
、
財
産
は
没
収
さ

れ
た
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 110-111

）。
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な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
失
敗
し
た
の
か
︱
︱
こ
の
問
い
に
つ
い
て
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
仮
説
は
お
そ
ら
く
最
も
独
創
的
で
あ
る
。
な
ぜ
失

敗
し
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
自
由
主
義
者
や
保
守
主
義
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
し
て
い
る
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
説
明
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
の
説
明
に
似
て
い
る
が
、
よ
り
具
体
的
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
人
間
や
現
実
の
歴
史
に
関
係
し
て
い
る
。
人
間
は
、
自
然
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
道
具
（tools or w

eapons

）
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
人
間
の
想
像
力
や
創
作
力
や
考
え
方
は
、
自
然
を
支
配

す
る
た
め
に
最
適
の
道
具
の
発
見
に
向
け
ら
れ
る
。
道
具
の
発
明
は
技
術
の
進
化
を
も
た
ら
し
、
技
術
の
進
化
は
階
級
を
作
り
出
す
。
そ
れ

が
階
級
を
作
り
出
す
の
は
、
道
具
を
有
す
る
人
々
が
道
具
を
有
さ
な
い
人
々
を
支
配
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
単
純
な
原
理
は
、
マ
ル
ク
ス

が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
か
ら
（
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て
も
）
借
用
し
た
も
の
あ
る
。
一
つ
の
階
級
が
道
具
を
発
明
し
、
よ
り
多
く
を
自
然
か
ら

得
る
な
ら
、
別
の
階
級
は
次
第
に
、
自
分
た
ち
は
優
越
的
な
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
支
配

さ
れ
る
側
の
階
級
は
、
そ
の
ま
ま
支
配
さ
れ
続
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
も
自
然
か
ら
多
く
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
道
具
を
作
り
出
す
。

す
べ
て
の
エ
リ
ー
ト
が
そ
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
エ
リ
ー
ト
は
時
代
遅
れ
に
な
り
、
そ
の
考
え
は
凝
り
固
ま
っ
て
行
き
、
低
い
階
級
に
よ
っ

て
屈
服
さ
せ
ら
れ
る
（F

IB
, pp. 112-113

）。

　

さ
て
、
古
い
制
度
が
新
し
い
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
ら
れ
な
く
な
る
と
、
古
い
制
度
は
陳
腐
化
し
、
そ
の
制
度
を
壊
す
人
物
が
登
場
す
る
。

こ
れ
が
革
命
で
あ
る
。
革
命
は
常
に
、
完
全
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
去
る
た
め
に
、
誰
か
が
立
ち
上
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
と
っ
て
、
歴
史
に
は
あ
る
種
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
彼
の
弟
子
た
ち
が
言
う
に
は
、
歴
史
に
は
、
有

機
的
（organic

）
な
時
期
と
危
機
的
な
時
期
が
あ
る
。
有
機
的
な
時
期
に
は
、
人
々
は
一
体
化
し
て
い
る
。
危
機
的
な
時
期
に
は
、
人
々

の
機
会
や
ニ
ー
ズ
を
最
大
化
す
る
取
り
決
め
が
廃
れ
て
、
制
度
が
進
歩
の
障
害
と
な
り
、
人
間
は
自
分
た
ち
の
欲
す
る
も
の
が
実
際
に
得
て

い
る
も
の
と
違
っ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
自
ら
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
殻
を
打
ち
破
る
新
し
い
精
神
が
登
場
す
る

（F
IB

, pp. 116-117

）。
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危
機
的
な
時
期
は
、
破
壊
が
建
設
に
優
越
す
る
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
と

は
い
え
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 117

）。

　

さ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
長
き
に
わ
た
る
苦
し
い
時
期
の
最
後
に
起
こ
っ
た
。
産
業
や
商
業
が
発
展
し
、
経
済
が
変
化
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
統
治
す
る
者
は
そ
の
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
注
意
し
て
い
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
他
の
国
家
と
同
じ
く
、
変
化
に
応
じ

て
前
進
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
財
政
は
破
綻
し
た
。
そ
の
と
き
ま
で
に
実
権
を
握
っ
て
い
た
第
三
階
級
は
、
妥
協
す
る

必
要
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
自
分
た
ち
は
権
力
を
握
っ
て
い
る
。
あ
と
は
そ
れ
を
使
う
だ
け
で
あ
る
。
話
し
合
い
の
必
要
は
な
い
。
こ

う
し
て
革
命
が
起
こ
っ
た
（F

IB
, pp. 118-119

）。

　

要
す
る
に
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
、
階
級
意
識
に
目
覚
め
た
中
産
階
級
の
勃
興
と
し
て
解
釈
し
た
。
中
産
階
級
は
、
い
く

つ
か
の
単
純
な
ル
ー
ル
を
一
掃
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
に
相
応
し
い
地
位
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
た
ち
の
肩
に
の
し
か
か
る
、

古
く
か
ら
の
階
級
（
聖
職
者
、
貴
族
、
軍
隊
）
の
完
全
な
排
除
で
あ
る
。
な
お
、
法
律
家
た
ち
は
、
新
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
（
中
産
階
級
）

の
た
め
の
標
語
を
提
供
し
た
︱
︱
た
だ
し
、
バ
ー
リ
ン
に
言
わ
せ
れ
ば
、
い
か
な
る
標
語
も
や
が
て
時
代
遅
れ
に
な
る
の
だ
が
。
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
の
た
め
の
標
語
は
、﹁
す
べ
て
の
権
力
を
人
民
へ
﹂、﹁
人
間
の
自
由
﹂
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
彼
ら
が
敵
対
し
て
い

た
反
動
主
義
者
た
ち
の
標
語
と
同
じ
く
ら
い
空
虚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
た
ち
が
頼
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
法
律
家
だ
け
だ

っ
た
の
で
、
法
律
家
が
革
命
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
権
力
を
握
っ
た
。
し
か
し
、
革
命
は
失
敗
し
た
。
実
を
言
え

ば
革
命
は
、
新
し
い
人
間
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
偉
大
な
新
し
い
実
業
家
や
新
し
い
銀
行
家
（bankers

）
︱
︱
近
代
世
界
に
属
す
る
人
々

︱
︱
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
（F

IB
, pp. 119-120

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
お
い
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
最
も
独
創
的
で
洞
察
に
満
ち
た
考
え
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
に

み
る
と
、
時
代
に
よ
っ
て
権
力
の
配
分
の
さ
れ
方
は
異
な
る
が
、
中
世
に
お
い
て
権
力
が
配
分
さ
れ
た
の
は
、
君
主
で
あ
り
、
軍
人
で
あ
り
、
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九
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四

僧
侶
で
あ
っ
た
。
今
日
（
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
時
代
）
で
は
、
権
力
が
配
分
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
科
学
者
、
実
業
家
、
銀
行
家
、
専
門
家
で

あ
る
︱
︱
す
な
わ
ち
、
科
学
と
産
業
を
象
徴
す
る
人
々
で
あ
る
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
と
く
に
、
銀
行
家
の
重
要
性
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
彼

は
歴
史
と
の
類
推
で
語
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
社
会
を
統
一
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
彼
の
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
銀

行
で
あ
っ
た
。
信
用
取
引
は
、
全
員
を
ま
と
め
る
偉
大
な
普
遍
的
力
だ
と
さ
れ
る
（F

IB
, pp. 120-121

）。

　

さ
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
自
由
に
対
し
て
激
し
く
敵
対
的
で
あ
っ
た
。
自
由
は
滑
稽
な
標
語
で
あ
る
。
自
由
は
常
に
組
織
を
破
壊
す
る
。

自
由
は
常
に
消
極
的
（negative

）
な
も
の
、
す
な
わ
ち
外
側
か
ら
の
圧
力
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
員
が
進
歩
的
で
あ
る

進
歩
的
な
体
制
で
は
、
抑
圧
は
存
在
せ
ず
、
抵
抗
す
る
相
手
も
存
在
せ
ず
、
城
門
を
破
壊
す
る
た
め
の
槌
を
使
う
必
要
も
な
い
。
自
由
は
常

に
、
物
事
を
吹
き
飛
ば
す
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
破
壊
的
な
時
代
と
対
比
さ
れ
る
建
設
的
な
時
代
に
は
、
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
は
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
個
人
の
自
由
は
危
険
で
あ
り
、
抑
圧
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
（F

IB
, p. 126

）。

　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
平
等
に
対
し
て
も
敵
対
的
で
あ
っ
た
。
平
等
は
、
合
理
的
な
政
府
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
と
は
無
縁
の
虐
げ

ら
れ
た
大
衆
に
よ
る
、
愚
か
な
要
請
な
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 126

）。

　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
と
っ
て
、
必
要
な
の
は
自
由
や
平
等
で
は
な
く
、
博
愛
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
す
べ
て
の
人
間
は
ま
さ
に
同
胞
だ
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
創
設
に
向
か
う
。
す
な
わ
ち
、
晩
年
の
彼
は
、
技
術
だ
け
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
狂
信
的
教
団
（cult
）
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
は
、
人
間
の
悪

し
き
本
能
を
制
御
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
信
仰
が
廃
れ
て
し
ま
う
と
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
新
し
い
宗
教
を
、
時
代
の
要
請

に
応
え
る
信
仰
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
明
確
な
こ
と
を
語
っ
て
い
な
い
が
、
何
よ
り
も
結
社
と
愛
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
実

際
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
党
派
（
宗
教
的
党
派
）
の
指
導
者
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
死
後
に
、﹁
あ
な
た
は
私
の
一
部
で
あ
り
、
私
は
あ
な
た
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の
一
部
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。
そ
の
党
派
の
構
成
員
は
特
製
の
チ
ュ
ニ
ッ
ク
（
制
服
）
を
着
て
い
た
が
、
そ
の
チ
ュ
ニ
ッ
ク
は
一
人
で
着
る

こ
と
が
で
き
ず
、
背
面
の
留
め
金
を
仲
間
に
閉
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
（F
IB

, pp. 126-127

）。

　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
死
の
床
で
、
弟
子
た
ち
に
対
し
て
、
互
い
を
愛
し
、
助
け
あ
う
よ
う
に
と
語
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
自
分
の
人
生
を
一

つ
の
考
え
に
集
約
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
自
分
た
ち
の
能
力
を
最
も
自
由
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
も
述
べ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
と
っ
て
自
由
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
（F

IB
, p. 129

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
こ
の
問
い
に
か
ん
し
て
不
気
味
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
自

分
の
思
想
が
誰
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
い
か
に
暴
虐
的
に
利
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
気
に
し
て
い
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
ろ
う
が
、
神
聖
同
盟
で
あ
ろ
う
が
、
ル
イ
一
八
世
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
彼
は
さ

ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
自
由
に
か
ん
す
る
議
論
は
、
中
産
階
級
を
大
い
に
惹
き
つ
け
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
下
位
の
階
級
に

対
し
て
は
冷
淡
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
文
明
状
態
で
は
、
権
力
を
用
い
て
も
、
下
位
の
階
級
に
は
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
下
位
の
階
級
と
は
、最
も
貧
し
い
階
級
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
階
級
の
人
々
は
自
由
に
は
関
心
が
な
い
。
そ
の
階
級
の
人
々

が
欲
し
て
い
る
の
は
、
議
会
で
も
、
自
由
で
も
、
権
利
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
下
位
の
階
級
が

欲
し
て
い
る
の
は
靴
で
あ
る
。
自
由
で
は
な
く
パ
ン
や
靴
を
︱
︱
こ
れ
は
レ
ー
ニ
ン
や
ス
タ
ー
リ
ン
に
至
る
、
非
情
な
る
左
派
の
常
套
句
と

な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
寛
大
で
、
人
間
主
義
的
で
、
高
貴
な
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
溯
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 129-

130

）。
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バ
ー
リ
ン
は
最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
・
外
交
官
で
あ
る
ド
・
メ
ス
ト
ル
（Joseph de M

aistre

）
を
取
り
上
げ
る
。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
恐
ろ
し
い
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
本
人
で
は
な
く
、
彼
が
書
い
た
内
容
が
恐
ろ
し
い
の
で
あ

っ
た
。
彼
は
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
国
の
外
交
官
と
し
て
ロ
シ
ア
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
に
い
た
の
で
、
彼
が
最
も
活
躍
し
た
時
期
に
直
接

会
っ
た
人
は
少
な
か
っ
た
（F

IB
, p. 131

）。

　

ド
・
メ
ス
ト
ル
の
任
務
は
、
彼
自
身
の
自
己
理
解
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
が
作
り
上
げ
た
す
べ
て
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
ー
リ

ン
は
こ
の
こ
と
を
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
の
経
歴
を
通
し
て
説
明
し
て
い
る
。
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
、
当
時
は
ピ
エ
モ
ン
テ
州
サ
ラ
デ
ー
ニ
ャ
王
国

の
一
部
で
あ
っ
た
、
サ
ヴ
ォ
ワ
の
シ
ャ
ン
ベ
リ
で
生
ま
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
時
に
、
彼
は
既
に
三
〇
歳
を
超
え
て
い
た
。
彼
は
、

革
命
を
経
験
し
た
他
の
人
々
（
例
え
ば
サ
ン
＝
シ
モ
ン
、
シ
ラ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
）
と
同
じ
く
、
革
命
に
激
し
く
反
対
し
た
。
彼
は
ジ
ャ
コ
バ

ン
派
の
暴
力
を
終
生
忘
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
暴
力
は
彼
を
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
作
り
上
げ
た
力
と
関
連
す
る
す
べ
て
の
も
の
へ
の
執
念
深
い

敵
対
者
に
し
た
。
す
べ
て
の
も
の
と
は
、
自
由
主
義
的
、
民
主
主
義
的
、
高
尚
な
も
の
す
べ
て
で
あ
り
、
知
識
人
、
評
論
家
、
科
学
者
と
関

連
す
る
す
べ
て
で
あ
る
（F

IB
, p. 133

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
、
一
八
世
紀
の
合
理
主
義
を
容
赦
な
く
攻
撃
し
た
。
彼
は
、﹁
一
八
世
紀
の
哲
学
者
た
ち
の
天

上
の
街
﹂
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
地
上
に
引
き
ず
り
落
と
し
、
根
こ
そ
ぎ
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 136

）。

　

ド
・
メ
ス
ト
ル
の
根
源
的
教
説
は
こ
う
で
あ
る
。
自
然
は
野
蛮
で
あ
る
。
自
然
の
光
景
は
殺
戮
と
破
壊
で
あ
る
。
一
八
世
紀
の
人
間
は
、

自
然
が
何
で
あ
る
か
を
発
見
す
る
た
め
に
、
形
而
上
学
や
、
論
理
学
や
、
幾
何
学
さ
え
も
参
照
し
た
。
そ
れ
ら
は
自
然
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ

れ
の
知
識
の
源
泉
で
は
な
い
。
彼
が
言
う
に
は
、
本
を
読
ん
で
は
な
ら
な
い
。
自
然
を
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を
見
よ
う
。
歴
史
を
、
そ
し
て
動
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物
学
を
研
究
し
よ
う
。
そ
れ
ら
こ
そ
が
、
自
然
へ
の
真
の
先
導
者
で
あ
る
。
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
見
れ
ば
よ
い
の
か
。
ド
・
メ
ス
ト
ル

は
、
暴
力
や
暴
力
的
な
死
に
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
、
人
間
は
衣
食
を
得
る
た
め
に
、
自
分
を
守
る
た
め
に
、
殺
す
の
で
あ
る
と
も

述
べ
て
い
る
（F

IB
, pp. 137-138

）。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
間
は
愛
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
兵
士
は
、
自
分
の
家
で
は
優
し
く
て
徳
が
あ
っ
て
神
を
敬
い
礼
儀
正
し
い
が
、

戦
場
で
は
相
手
の
兵
士
を
、
自
分
と
同
じ
く
ら
い
罪
の
な
い
相
手
の
兵
士
を
、
躊
躇
な
く
殺
す
の
で
あ
る
。
ド
・
メ
ス
ト
ル
が
言
う
に
は
、

戦
争
は
あ
る
意
味
で
神
聖
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
世
界
の
摂
理
（the law

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
あ
な
た
が
、
な
ぜ
人
々
が

特
定
の
仕
方
で
振
る
舞
う
の
か
を
理
解
し
た
け
れ
ば
、
あ
な
た
は
そ
の
答
え
を
非
合
理
的
な
領
域
に
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
（F

IB
, 

pp. 138-139

）。

　

ド
・
メ
ス
ト
ル
は
戦
争
の
光
景
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
彼
は
、
戦
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
言
っ
て
い
る
。
人
々
が
思
い
描
く
戦

場
は
、
計
画
さ
れ
た
仕
方
で
物
事
が
起
こ
る
場
所
で
あ
る
。
司
令
官
は
命
令
し
、
戦
士
は
行
進
し
、
武
器
の
優
劣
や
将
軍
の
巧
み
な
戦
術
に

よ
っ
て
勝
敗
が
決
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
正
し
く
な
い
。
実
際
の
戦
争
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
も
う
一
度
繰
り
返
せ
ば
、
書

物
で
は
な
く
生
（life

）
に
注
目
し
よ
う
。
動
物
学
と
歴
史
が
ド
・
メ
ス
ト
ル
の
師
な
の
で
あ
る
。
戦
場
に
到
着
し
た
と
き
、
あ
な
た
は
秩

序
あ
る
戦
い
や
、
戦
略
の
遂
行
を
目
に
し
な
い
。
あ
な
た
が
目
に
す
る
の
は
、
恐
ろ
し
い
雑
音
、
混
乱
、
殺
戮
、
死
、
廃
墟
、
負
傷
者
の
悲

鳴
、
死
に
ゆ
く
者
の
う
め
き
声
で
あ
る
。
将
軍
は
勝
っ
て
い
る
か
負
け
て
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
。
誰
も
分
か
ら
な
い
。
勝
利
は
合
理
的
計

算
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
精
神
の
力
（m

oral force

）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
自
分
た
ち
は
勝
っ
て
い
る
と
感
じ
る
人
々
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
。
非
合
理
的
な
内
的
確
信
に
よ
っ
て
勝
利
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
戦
っ
て
い
る
と
き
は
、
計
算
は
役
に
立
た
な
い
。
勝
利
は
心

理
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
信
念
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
（F

IB
, pp. 139-140

）。

　

な
お
、
バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
﹃
戦
争
と
平
和
﹄
に
お
い
て
戦
場
を
描
写
す
る
と
き
に
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
の
著
述
に
忠
実
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に
従
っ
て
い
た
（F

IB
, p. 140

）。

　

さ
て
、
人
間
は
本
来
的
に
悪
意
が
あ
り
、
邪
悪
で
、
臆
病
で
、
悪
で
あ
る
。
教
会
や
キ
リ
ス
ト
教
が
、
原
罪
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、

人
間
本
性
の
真
な
る
心
理
学
的
洞
察
で
あ
る
。
人
間
は
互
い
に
涙
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
完
全
に
同
時
代
に
敵
対

し
て
い
た
。
彼
は
人
間
を
、
自
ら
を
破
壊
す
る
も
の
と
み
な
し
た
。
彼
は
人
間
本
性
を
、
根
源
的
に
自
己
破
滅
的
な
も
の
と
捉
え
る
。
人
間

本
性
を
、
強
制
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 141

）。

　

一
八
世
紀
の
主
要
な
観
念
は
、
社
会
は
、
で
き
る
だ
け
幸
福
で
自
由
に
暮
ら
し
た
い
と
考
え
る
人
々
が
互
い
に
承
認
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
念
を
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
根
源
的
か
つ
感
情
的
に
否
定
す
る
。
彼
が
言
う
に
は
、
社
会
は
そ

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
な
い
。
社
会
は
自
己
犠
牲
の
上
に
作
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
兵
士
が
戦
場
に
行
く
の
か
。
そ
の
理
由
を
兵
士
は
知
ら
な

い
。
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
無
実
の
人
間
は
虐
殺
さ
れ
、
多
数
の
者
が
家
族
の
も
と
に
帰
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
人
々
は
命
令
に
従
う
。
そ
れ

は
な
ぜ
な
の
か
を
、
わ
れ
わ
れ
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
問
い
が
非
合
理
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（F

IB
, pp. 144-

145

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ラ
ム
ネ
ー
（
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
）
は
ド
・
メ
ス
ト
ル
の
有
名
な
文
章
に
か
ん
し
て
、
彼
ほ
ど
高
貴
な

人
物
が
人
生
で
二
つ
の
現
実
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
は
奇
妙
だ
、
と
述
べ
た
。
二
つ
の
現
実
と
は
、
犯
罪
と
刑
罰
で
あ
る
。
ラ
ム
ネ
ー
は
言

う
。﹁
彼
の
全
著
作
は
処
刑
場
で
書
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
﹂。
し
か
し
、
バ
ー
リ
ン
が
言
う
に
は
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
の
文
章
は
残
酷
な
だ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
確
信
の
表
明
で
あ
り
、
彼
の
情
熱
的
で
明
確
な
思
想
と
整
合
的
で
あ
る
。
彼
の
思
想
と
は
、
人
間
は
権
威
の
恐

怖
に
取
り
囲
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
う
る
、
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
人
間
は
常
に
、
天
地
創
造
の
核
心
を
な
す
恐
る
べ
き
神
秘

を
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
終
わ
り
な
き
苦
し
み
に
よ
っ
て
浄
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
の
愚
か
さ
、
悪
意
、
救
い
よ
う
の
な
さ
を

知
る
こ
と
で
謙
虚
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
、
拷
問
、
苦
痛
は
、
人
間
の
逃
れ
ら
れ
な
い
宿
命
な
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 149

）。
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さ
て
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
に
と
っ
て
真
に
魅
力
的
な
の
は
権
力
で
あ
る
。
権
力
は
神
聖
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
の
、
す
べ
て
の
活
動
の
源
泉
で

あ
る
。
そ
れ
は
人
類
の
発
展
の
最
重
要
の
源
泉
で
あ
る
。
権
力
が
実
際
に
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
・
道
徳
的
な
洞

察
で
あ
り
賢
慮
で
あ
る
。
権
力
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
犯
罪
的
な
子
ど
も
じ
み
た
こ
と
で
あ
り
、人
間
の
将
来
に
反
し
て
い
る
の
で
あ
る（F

IB
, 

pp. 151-152
）。

　

奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
空
虚
さ
が
あ
れ
ば
埋
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
王
が
い
な
く

な
れ
ば
、
そ
の
空
虚
を
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
が
埋
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
空
虚
が
で
き
た
瞬
間
に
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
が
何
か
を
す
る
。
少
な
く
と
も

誰
か
を
殺
す
。
ギ
ロ
チ
ン
を
設
置
し
て
死
刑
に
す
る
。
血
を
流
す
。
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
、
そ
れ
は
権
力
の
行
使
で
あ
り
、
社
会
を
統
合
し
、

物
事
を
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
が
フ
ラ
ン
ス
を
一
つ
に
し
、
そ
れ
を
強
力

な
国
家
に
し
、
外
敵
に
対
し
て
抵
抗
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
知
的
な
た
わ
ご
と
よ
り
も
ま
し
な
の
で
あ
る
。
バ
ー
リ
ン
が
言
う
に
は
、
こ
れ
は

ド
・
メ
ス
ト
ル
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
著
述
で
あ
る
（F

IB
, p. 152

）。
あ
る
意
味
で
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
先
駆
者
な

い
し
唱
道
者
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
バ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 153

）。

　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ド
・
メ
ス
ト
ル
は
、
自
由
を
今
な
お
脅
か
し
続
け
て
い
る
、
最
も
暴
力
的
で
最
も
破
壊
的
な
力
の
予
言
者
と
し
て
、

感
謝
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
は
そ
の
支
持
者
だ
け
で
な
く
批
判
者
も
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（F

IB
, p. 154

）。

お
わ
り
に

　

以
上
で
、
バ
ー
リ
ン
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
の
講
演
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄（
一
九
五
二
年
）
の
内
容
を
整
理
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
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こ
の
講
演
が
、
彼
の
そ
の
後
の
教
授
就
任
講
演
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂（
一
九
五
八
年
）
に
お
け
る
自
由
論
（
二
つ
の
自
由
概
念
の
区
別
）

お
よ
び
価
値
多
元
論
を
準
備
し
た
も
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
は
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
が
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂
に
お
け
る
自
由
論
（
積
極
的
自
由
と
消
極
的
自
由
の
区
別
）
を
準
備
し
た

の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
を
読
む
と
、
積
極
的
自
由
と
消
極
的
自
由
と
い
う
二
つ
の
自
由
概
念
の
区
別
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
、﹁︹
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
家
た
ち
︺
が
自
由
に
よ
っ
て
意
味
し
て
い
た
の
は
干
渉
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
︱
︱
そ
れ
は
根
源
的
に
消
極
的
な
概
念

（negative concept

）
で
あ
る
﹂
と
い
う
表
現
は
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
考
え
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（F

IB
, 

p. 52

）。
よ
っ
て
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
に
は
、
二
つ
の
自
由
概
念
の
区
別
が
先
駆
け
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、﹃
自
由
と
そ
の

裏
切
り
﹄
と
同
年
の
講
演
﹃
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
政
治
思
想
﹄
所
収
の
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂（
一
九
五
二
年
）
︱
︱
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂

（
一
九
五
八
年
）
と
は
別
︱
︱
で
は
、
積
極
的
自
由
と
消
極
的
自
由
の
区
別
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
が
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂
に
お
け
る
価
値
多
元
論
を
準
備
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。

　
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
に
は
、
価
値
多
元
論
に
か
ん
す
る
議
論
は
直
接
に
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
ル
ソ
ー
、

ヘ
ル
ダ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
一
元
論
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
バ
ー
リ
ン
は
、
彼
ら
の
一
元
論
的
な
言
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

価
値
多
元
論
を
擁
護
す
る
た
め
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
一
元
論
的
な
議
論
は
行
わ
な
い

が
、
友
愛
を
強
調
す
る
際
に
は
一
元
論
的
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ド
・
メ
ス
ト
ル
に
か
ん
し
て
は
、
一
元
論
的
な
合
理
主
義
で
は
な
く
、

多
元
論
的
な
非
合
理
主
義
の
側
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
バ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
ド
・
メ
ス
ト
ル
を
読
ん
で

い
た
が
（F

IB
, p. 140

）、
バ
ー
リ
ン
は
著
書
﹃
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
と
狐）

5
（

﹄（
一
九
五
三
年
）
で
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
ド
・
メ
ス
ト
ル
を
比
較
し
な
が
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ら
、
一
元
論
と
多
元
論
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄（
一
九
五
二
年
）
は
、
そ
の
後
の
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂（
一
九
五
八
年
）
を
準
備
し
た
か
と
い
う
点
で

も
重
要
だ
が
、
そ
の
内
容
自
体
が
興
味
深
い
。﹃
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
政
治
思
想
﹄（
一
九
五
二
年
）
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
の
講
演
で
あ
っ

て
研
究
者
お
よ
び
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
の
講
演
で
あ
り
、
一
般

の
人
々
を
対
象
と
し
て
い
る
。
同
年
に
行
わ
れ
た
二
つ
の
講
演
で
あ
る
が
、
後
者
は
分
量
が
抑
え
ら
れ
、
エ
ッ
セ
ン
ス
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
先
述
の
よ
う
に
、﹃
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
政
治
思
想
﹄
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
ド
・
メ
ス
ト
ル
に
か
ん
す
る
箇
所
（
講
演
原
稿
）

は
失
わ
れ
て
い
る
が
、﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄
で
そ
の
内
容
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
二
つ
の
講
演
の
内
容
は
重
な
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
後
者
に
は
独
自
の
意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　Isaiah B

erlin, F
reed

om
 a

n
d

 Its B
etra

ya
l: S

ix
 E

n
em

ies of H
u

m
a

n
 L

iberty, edited by H
enry H

ardy （P
rinceton and O

xford: P
rinceton U

niversity 

P
ress, 2002

）. 

一
九
五
二
年
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
講
演
が
な
さ
れ
た
と
き
の
表
題
は‘Six E

nem
ies of H

um
an L

iberty’ 

で
あ
っ
た
。

（
2
）　Isaiah B

erlin,  P
olitica

l Id
ea

s in
 th

e R
om

a
n

tic A
ge: T

h
eir R

ise a
n

d
 In

flu
en

ce on
 M

od
ern

 T
h

ou
gh

t, edited by H
enry H

ardy （L
ondon: C

hatto &
 

W
indus, 2006

）． 

同
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
拙
稿
﹁
バ
ー
リ
ン
自
由
論
の
源
流
︱
︱
﹁
習
作
（torso

）﹂
と
し
て
の
﹃
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の

政
治
思
想
﹄（
一
九
五
二
年
）﹂
同
志
社
法
学
六
八
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）、
拙
稿
﹁
バ
ー
リ
ン
自
由
論
の
形
成
︱
︱
ル
ソ
ー
と
カ
ン
ト
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
﹂
角
田
猛
之
・

市
原
靖
久
・
亀
本
洋
編
著
﹃
法
思
想
の
現
代
的
諸
問
題
（
竹
下
賢
先
生
古
稀
記
念
論
集
）﹄（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
六
年
刊
行
予
定
）、
お
よ
び
拙
稿
﹁
バ
ー
リ
ン
﹃
二
つ
の
自

由
概
念
﹄
の
原
型
﹂
中
村
浩
爾
・
桐
山
孝
信
・
山
本
健
慈
他
編
﹃
社
会
変
革
と
社
会
科
学
︱
︱
時
代
と
対
峙
す
る
思
想
と
実
践
﹄（
昭
和
堂
、
二
〇
一
六
年
刊
行
予
定
）。

（
3
）　Isaiah

 B
erlin

, ‘Tw
o C

on
cep

ts of L
iberty’, in

 Isaiah
 B

erlin
, L

iberty
: In

corp
ora

tin
g F

ou
r E

ssays on
 L

iberty, ed
ited

 by H
en

ry H
ard

y 

（O
xford

: 

O
xford U

niversity P
ress, 2002

）．
生
松
敬
三
訳
﹁
二
つ
の
自
由
概
念
﹂
小
川
晃
一
・
小
池
銈
・
福
田
歓
一
・
生
松
敬
三
共
訳
﹃
自
由
論
﹄（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
）。

（
4
）　

バ
ー
リ
ン
に
よ
る
二
つ
の
自
由
概
念
の
区
別
と
、
彼
の
価
値
多
元
論
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
著
﹃
バ
ー
リ
ン
の
自
由
論
︱
︱
多
元
論
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
系
譜
﹄（
勁

草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
5
）　

Isaiah
 B

erlin
, ‘T

h
e H

ed
geh

og an
d

 th
e F

ox’, in
 Isaiah

 B
erlin

, R
u

ssia
n

 T
h

in
kers, secon

d
 ed

ition
, ed

ited
 by H

en
ry H

ard
y 

（L
on

d
on

: P
en

gu
in 



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

一
三
四

バ
ー
リ
ン
﹃
自
由
と
そ
の
裏
切
り
﹄（
一
九
五
二
年
）を
読
む

九
四
二

C
lassics, 2008

）．
河
合
秀
和
訳
﹃
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
と
狐
︱
︱
﹃
戦
争
と
平
和
﹄
の
歴
史
哲
学
﹄（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
）。


